
 

 

下記の４つの事業は、時代のニーズや両市の特色を活かした内容を盛り込み、 

毎年継続し実施することで市民間の相互理解と友情を深めています。 

１ 

交換学生・教師の 

相互派遣事業 

（トリオ事業） 

高校生２名と教師１名の計３名を隔年相互派遣し、約３週間の滞在中、一般家庭でのホーム

ステイを行いながらお互いの文化を学ぶとともに、学校訪問や地域行事への参加等、様々な交流事

業へ参加をしています。 

1965 年から実施しており、合計 54回（派遣 28回、受入れ 26

回）、通算 162人の往来の実績がある、両市の交流の中で最も長く

続いている事業の一つです。 
※2020、2021 年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響のため、相互派遣

を中止し、OB によるオンライン交流を行いました。 

２ 英語指導員招請事業

(YEF 事業) 

 

毎年、ロングビーチ市から英語指導員を招き、小・中学校での英語指

導をはじめ、幼稚園で国際理解の推進を図っています。 

1986 年に開始して以来、国の JET プログラム（The Japan 

Exchange and Teaching Programme）を併用しながら、これま

で延べ 308 名（LB222名、JET86 名）が英語指導員として活躍

しています。 

３ 高校生による 

地球環境塾の開催 

毎年、夏季に約 1週間、ロングビーチ市と友好都市中国天津市、本

市の高校生が共同生活をしながら、環境問題について学習し意見交

換等を行っています。2008年に市制 111 周年記念事業の一つとし

て始まり、これまで延べ 164人が参加しました。 
※2020、2021 年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響のため、受入れを

中止し、オンライン交流を行いました。 

４ 
市立四日市病院の 

医師等の派遣事業 

市立四日市病院の医師を医療技術の向上と知識を深めるため、2 週

間程度、ロングビーチ市内の医療機関へ派遣しています。2002 年から

市立四日市病院の医師を延べ 69人派遣し、世界最高水準にある米

国の医療技術を学びました。 
※2020 年度、2021 年度は新型コロナウイルス感染症拡大のため、派遣を見合

わせました。 

～第９回（平成26年度）自治体国際交流表彰において「総務大臣賞」を受賞しました～ 

姉妹都市提携以来、教育、文化・スポーツ、医療、環境等の広範な分野において、交流事業を実施していることや、ロングビーチ市、

友好都市である天津市、四日市市の高校生が環境問題について、意見交換を行う地球環境塾など、様々な事業を毎年継続して

実施していることが評価されました。 
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四日市市とロングビーチ市は 1963 年 10 月７日に姉妹都市提携を

結び、これまでの長きにわたり、教育、文化・スポーツ、医療、環境等の

広範な分野において交流事業を行い、相互の絆を築いてきました。 

来年の 2023年 10月には、記念すべき提携60周年を迎えます。 


